
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
発行：社会福祉法人旭川市社会福祉協議会 旭川市ボランティアセンター 

   

 

 

この通信は、旭川市ボランティアセンターの取組や、ボランティア活動の報告、 

ボランティアの募集など、ボランティアに関するさまざまな情報をお届けします！ 

 

２０１９年４月２２日 

平成３０年度「災害ボランティア情報交換会」  

～北海道胆振東部地震における災害ボランティア活動から得たこと～ 

 

 

２０１９年３月１６日（土）に旭川市障害者福祉センター「おぴった」 

にて、「災害ボランティア情報交換会」を開催し、５４名の方にご参加 

いただきました。講師には、社会福祉法人安平町社会福祉協議会 主幹  

髙橋光暢氏をお迎えして「安平町災害ボランティアセンターの取り組み」 

についてご講話をいただいたあと、災害ボランティア 中嶋佑輔氏、旭 

川大学被災地ボランティアサークル CROSS の皆さんから、実践報告を 

していただきました。その後、参加者が９グループに分かれて情報交換 

を行い、災害ボランティアの重要性などの理解を更に深めました。 

 

 
 

 

 

髙橋氏から、２０１８年９月６日（木）に発生した、北海道胆振東部地震発生時の状況や、全国から

集まるボランティアと被災者をつなぐ災害ボランティアセンターの取り組みと役割、避難所の様子、そ

して被災経験からみえてきた課題について説明があり、「日頃からちょっとした心構えとちょっとした

準備が大切であり、万が一の災害時には、地元のボランティアの力がとても大きい」とのお話しがあり

ました。そして講話の最後に「災害の少ない地域でもボランティアを増やしておくことが必要である」

と参加者に伝えていただきました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安平町被災地でのケース 

◇被災者の主なニーズ（必要な手助け） 

震災ゴミの回収、家具の移動、引っ越し 

◇主なボランティア活動 

・救援物資の運搬と整理 

・情報発信と収集（案内掲示など） 

・公営住宅等の清掃と片づけ 

・避難所、震災ゴミの回収 

・訪問調査（見守り、ニーズ把握など） 

 

 

開催終了 

のご報告 

 

 

○講話 「安平町災害ボランティアセンターの取り組み」 

○講師 社会福祉法人安平町社会福祉協議会 主幹 髙橋光暢 氏 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                        

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旭川市ボランティアセンター問合せ先

住 所 旭川市５条通４丁目 旭川市ときわ市民ホール１階 

電 話 ２１－５５５０ メール volunteer@north.hokkai.net 

ＦＡＸ ２３－０７４６ Facebook 「まちづくり ボランティア 旭川」で検索ください 

実践報告 中嶋佑輔 氏 

 中嶋氏から、自身が新得町で被災した際に、町役場や地域住民、自衛隊等の支 

援により助けられた経験から、小さくても自分が出来ることをすることにより助 

けられる人がいれば、役に立ちたいという想いで被災地支援を行っていると話され、 

被災地での作業を「してあげている」ではなくて「させていただいている」と 

いう気持ちですることが大切だと、被災地支援における心構えについて実践から 

得たことを伝えていただきました。 

実践報告 旭川大学被災地支援ボランティアサークルＣＲＯＳＳの皆さん 

 ＣＲＯＳＳの皆さんから、震災直後の厚真町への支援物資の運搬と復興 

祈願の餅つき交流会の運営を通じ、相手のニーズ（必要としていること） 

にあった行動が大切であることを実感したとの報告がありました。震災の 

風化が懸念される今、現地で直接の活動が出来なくても、特産品の購入で 

応援するなど、自分で出来る支援を考え、「関係人口」として、継続して 

関わることが復興のバックアップだと伝えていただきました。 

 

◇テーマ１「災害ボランティアとしてできること」 

・救援物資の運搬や整理など、現地での作業（清掃他）、安否確認など 

・専門職（介護他）・特技・経験を活かす、炊き出し、被災者との交流など 

安否確認 

  

 

情報交換会（参加者で話し合われた意見を掲載しています） 

 

◇テーマ２「災害ボランティアに関して、学びたいこと、身に付けたいこと」 

・災害ボランティアリーダー養成、避難所の運営、被災者とのかかわり方（傾聴他）、防災 

・災害発生時の対応（給水や心構え他）、災害ボランティアからの具体的な活動内容など 

  

 

 旭川市ボランティアセンターでは、旭川で万が一災害が起きたときにご協力いただける方のご登録を呼び

かけています。よろしければ、別紙『災害支援協力者カード』にご記載の上、当センターへご提出ください

（郵送またはＦＡＸ）。また、今後も災害ボランティアに関する研修も行っていきたいと思いますので、どの

ような研修が良いのか皆さんからのご意見やご要望をお待ちしています。 

 
    

・４月２７日（土）～５月６日（火）大型連休により、旭川市ボランティアセンターもお休みとなります。 

皆さんには、たいへんご迷惑をお掛けいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

・旭川医科大学大学院医学系研究科看護学専攻 三谷美江 氏との共同研究で、ボランティア活動について 

調査研究を行うこととなりましたので、旭川市ボランティアセンター登録者の皆さんには、別紙アンケート

のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 


